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       A Report on the Museums for 
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This is a report on the survey of the museum exhibitions and 

activities which present Canadian Northwest Coast First Nations 

Culture in 2002 and 2004.

1.は じめ に

　筆者は2002年 度から2005年 度 まで 「カナダにおける先住民のメディアの活用 とその社

会 ・文化的影響」(日本学術振興会科学研究費基盤研究AB・ 研究代表者スチュアー ト　 ヘ

ンリ)の研究協力者 として、主にブ リティッシュ ・コロンビア州(以 下BC州)の 北西海岸

に居住する先住民の文化に関連 した博物館の調査 を行なった。研究全体 は、カナダ先住民

によるメディア活用の現状お よびその先住民社会への影響について調査 を行い、グローバ

ル化が進展す る世界の中の先住民にとって、出版や映像、情報通信などの各種のメディア

がもつ社会 ・文化 ・政治 ・経済的意味を明 らかにすることを 目的 としている。そして博物

館もメディアの一つ ととらえている。博物館は、実物資料(民 具等)の みならず、写真や

文書など付随するさまざまな資料 を所蔵 し保管す るとともに、展示や出版物をはじめ近年

はインターネッ ト等を通じて、ひろく公開している。多次元で量的にも多 くの情報 を所有

し、それを多数の人に伝 える役割 をもっていることか ら、十分にメディア(情 報媒体)に

値す るものと言ってよいだろう。(本 多　2005:211-223)

　 カナ ダにお ける博 物館 ・美術 館 の来 館者数 は、 カナ ダ統 計局 に よる と2002年 で

27,840,000人 。 これ には海外 からの旅行者 も含まれてい るが、カナダ国民29,634,000人
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(2001年)の9割 を超す数字である。3年 前の1999年 に比ぺて5%、1993年 に比べると1割の

伸び率であり、カナダでは博物館が市民に身近な存在 となっていることが うかがえる数字

である(カ ナダ統計局 ウェブサイ ト)。

　カナダは多文化主義を標榜 してお り、先住民文化 の振興 も政策的に行なわれてきた。博

物館活動に対 しても時代に即した施策 を打ち出し、先進的な取 り組みを進 めている(溝 上

　2003:233-238)。 日本の博物館が参考にできる点も多いと思われる。

　本稿では、筆者が行なった調査のうち、カナダ国内とくにBC州 とオタワ、 トロントと

いった首都 圏における先住民文化を対象 とする博物館(類 似施設を含む)の 概況 を報告す

る。当初、研究 グループの調査 目標 として、カナダ国内にある先住民が運営する博物館等

のすぺてを把握することを掲 げていたが、これは数の上でもかな り困難であることが予想

され、北西海岸インディアンと総称されてきた人びとに絞って調査することとした。

　また、筆者の都合上、毎年の現地調査ができなかったことおよび、研究成果を日本の博

物館におけるアイヌ民族 との関係への応用 に資するため、インターネッ トや文献による調

査を併用 しつつ、国内でのアイヌ文化関係機関 ・博物館での調査 も行なってきた ことを付

記しておく。　 '

2.先 住民 と博物館 の関係 についての概況

　 カナ ダでは ここ20年 ほ どの 間に、先住民 と博 物館 の協力 ・協定 関係 は大 き く発 展 して き

てい る。1988年 に グ レンボ ウ博物館(Glenbow　 Museum)で 行 なわれ た特別展 「魂 は う

た う一カナ ダ先住民 の芸術的伝統(The　 Spirit　Sings:Artistic　 Traditions　 of　Canada's

First　Peoples)」 に対す る地元先住民 のボイ コ ッ トを受 け、博物館 と先住民 に関す る特別委

員 会(Task　 Force)が 設 け られた。 その後、 カナダ博物館協会(Canadian　 Museums

Association:略 称CMA)と 先 住民会 議(Assembly　 of　First　 Nations)は 協 同 して、先

住 民資料 の重 要性 の再 認識、展示等 への介入 、先住民 が利用 す る際の便宜、資料 返還、先

住 民の研修 な どを進 めるべ き との答 申を出した(AFN&CMA　 1992)。1987年 に はカナ

ダ博 物館協会 の会誌 『Muse』 で 「The　Emerging　 Indian　 Point　 of　View」 とい う特集 が

組 まれてお り、88年 以 前 か ら、過去 の ままのイメー ジで先住 民文化 を紹介す る展 示 につ い

ての批判や 、異文化 を表象 す るこ との限界 な どが議論 され てい た。

　現在 は、上記 の特別委員 会の答 申に従 い、各館 が内規 を設 けるな どして先住民 との協力

関係 を築い てい る。

　 カナ ダあ るい は北米 にお ける博 物館 と先 住民文化 に関す る議論 は、先 の 『Muse』 お よ

び 『Museum　 Anthropology』(American　 Anthropological　 Association/Council　 for

Museum　 Anthropology発 行)に 詳 しい が、いずれ も国内 に所蔵 してい る機 関 は少 な く、

日本 では あま り知 られ ていない よ うであ る。 これ らのバ ックナ ンバー のなか か らカナ ダの
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先 住 民 に関す る記 事 をは じめ、訪 問 した博物館 や 図書館 等で入手 した文献類 につ いては、

リス トを作 成 して ある。展 示評価 、資料返還(Rep　 atriation)、 先 住民 の学 芸員(curator)

へ の 登用 な どに関す る情報 が得 られ る。

　 博物館 につ いて報告す る前 に、カナ ダにお ける先住 民の状況 につい て簡 単 に触れ てお き

たい。 カナ ダの先 住民人 口は、2001年 の 民族別 出身(Ethnic　 Origins)に 関 す るセ ンサ

スで北米 イ ンディア ン(North　 American　 Indian)の 数 がお よそ100万 人 。　BC州 に お け

る同 区分 は17万5000人 と なってい る(カ ナ ダ統計局 ホー ムペ ー ジ)。UBC人 類 学博物館 の

パ ンフ レッ トにも、州 内に は196の 先 住 民(First　 Peoples)の コ ミュニティが あ り人 口は

17万 人 を超 える、 と記 され てい る(MOA　 at　UBC　 2000)。　BC州 の 先住 民人 口は全 国の

それの2割 弱 にな る。

　 カナ ダ博物 館協会 とカナ ダ遺産情報 ネ ッ トワー ク(Canadian　 Heritage　 Information

Network:略 称CHIN)は イ ン タ ー ネ ッ ト上 で 博 物 館 ・関 連 研 究 所 名 簿(Official

Directory　 of　Museums　 and　 Related　 Institutions/2003年 版 となってい るが、随時更新

され て い る)を 公 開 して お り、1767件 の 機 関 が リス トア ップ され てい る(2006年1月 現

在)。 また、 ヴ ァーチ ャル ・ミュー ジアム ・オ ブ ・カナ ダ(Virtual　 　 Museum　 　 of

Canada)はCHINの メ ンバ ー のなかか ら1140の 機 関がエ ン トリー して い る(同06年1月 現

在)。 カナ ダ博物館 協会 の名 簿 は、館(機 関)名 、地域 、設置 者 ・分野別 のカ テ ゴ リー か

ら検 索す る と、 それ ぞれの施 設の基本 デー タを見 るこ とがで き、 ホームペー ジ を持 ってい

る館 への リンクがな されて い る。 カテ ゴ リー には 「コ ミュニテ ィ/地 方(Community　 /

Regiona1)」 、 「州立(Provincial)」 、 「国立(Nationa1)」 の3つ の設 置者別 と、25の 分 野別 が

あ り、一つ の館 でい くつか の分野 にまたが るもの もある。当初、 これ らのカテ ゴ リー の中

か ら先住民 に関係す る と思わ れ る、 「歴史 ・考古学 ・人類 学 ・民族学(Human　 History,

Archaeology,　 Anthropology　 or　Ethnology)」 や 「家事 ・先 住民文化 セ ンター(Keeping

House　 or　Native　 Culture　 Centre)」 を 検索 して、先住民 関連博物館 の全容 を把 握 しよ う

としたが、結果 の一 覧に は明 らか に先住 民文化 を展 示 してい る主要 な館 が含 まれてい ない

ことや分類 自体 が曖昧で ある と考 え られ、 そのま ま引用 す るこ とはで きない と判 断 した。

　 BC州 博 物館 協会(British　 Columbia　 Museums　 Association)の 名 簿(上 記の名簿 と

リンク)に よれ ば、BC州 内 には359施 設 が あるの で、カナ ダ国 内の約4分 の1を 占め る こ

とにな る。BC州 の 先住 民 文 化 に関す るガ イ ドブ ックや(Halliday　 2000;Kramer

1998)、 先 住民名鑑("First　 Nations　 Tribal　 Directory")(Keith　 1997)か ら関連施設

は拾 ってい くと数十 を数 え、 うち先住民 が運営す るギャラ リー、文化 セ ンター、博物館 は

約30で あ る。

　 カナ ダ全体 にお いて は、上 記 のデー タベ ース等 か ら収蔵 品の内容 を見、独 自のホー ム

ペ ージ を持 ってい る館 はそ の内容 を確 認す る作業 をとお して、先住 民文化 が展 示の主 眼 と

なってい る館 が2割 程 度、美術 品 ・工 芸品 な どを所 蔵 し、副次的 あ るい はテ ンポ ラ リー に
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展示している館は多く見積もって半数程度と推測できる。先住民自身が運営する博物館 ・

文化セ ンター等は、カナダ全体でおそらく1割に満たない100館 前後ではないか と考えてい

る。

3.実 際に訪問 した博物館等施設

　 2002年8～9月 お よび、2004年9～10月 に訪 問 したのは、BC州 のバ ンクーバー 、 ビク ト

リア、 ダ ンカ ン、ナ ナイモ、 キャ ンベル リバー、 アラー ト ・ベ イ等、お よびオ ンタ リオ州

のオ タワ、 トロン ト、ケベ ック州 ガテ ィ ノー(旧 ハル)の 以下 の館 で ある。

　 この うち、 ロイヤル ・ブ リテ ィ ッシュ ・コロン ビア博 物館(Royal　 British　 Columbia

Museum)、 ブ リテ ィッシ ュ ・コロン ビア大学人類 学博 物館(Museum　 of　Anthropology

at　University　 of　British　 Columbia)、 ウ ミスタ文化セ ンター(U'mista　 Culture　 Centre)、

国 立文明博物館(Canadian　 Museum　 of　Civilization:CMC)に つ いて は、別稿 で も紹介

してい る(齋 藤 　2006)。

　 以 下 に博物館 の概 要 を挙 げて お く。 これ らの館 で は、 関連 す る出版 物の収集 をはじめ、

可能 な限 り展示室 の撮影 、職員へ のイ ンタビュー、収蔵庫 の閲覧等 を行 なった。

・ブ リテ ィ ッシ ュ・コ ロン ビア大学人類学博 物館Museum　 of　 Anthropology　 at　 the

University　 of　British　 Columbia:MOA　 at　UBC(バ ン クーバー)

1947年 設 立、1949年 開館 、1976年 移 転 ・リニューアル オープ ン

世界 の民族資料35,000点 、 考古資料200,000点 を収蔵(14,000点 を収蔵展示)。

儀礼具 中心 に展示 。生活用 具 は主 に収蔵 展示。 野外 に家屋 と トーテ ムポール を展 示。

特別展 ・企画展 で現在 の様 子な どを紹 介。

2002年 か らリニ ュー アル ・プ ロジェ ク ト進 行 中(調 査や研究 のた めに来館 す る先住 民 を

受 け入れ るための施 設整備 、資料情報 のデー タベ ース化 ・ネ ッ トワー ク化 ・公 開等)。

観覧者数 は年 間約15万 人 前後 。

・ロイヤル ・ブ リティ ッシュ・コ ロンビア博物館Royal　 British　 Columbia　 Museum(ビ

　 ク トリア)

　 1886年 設 立、1968年 現 在 の場 所 に移転 、1996年 にImax　 Theatre増 設

　 自然 史 ・歴史 に関す る10,000,000点 以 上 の資料 を収蔵。

　 First　Peoples　 Galleryは 撮 影禁止 。接触以前 と以後 の変化 を軸 に、生業 と儀礼 を紹介。

　 ロングハ ウスや ジオ ラマ、模型 、大判写真 パネル 、音 声 による解 説(伝 説)と 照 明が連

　動 した仮 面の展示 な ど、大掛 か りな造作 も多い。

　 2002年 常 設展示 として"Nisgaa:People　 of　the　Nass　 River"増 設 。 ニシ ュガ協定 に従
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い、資料変換を行っていることも展示。

隣接してサンダーバー ド公園があ り、 ロングハ ウス(工 房 としても利用)と トーテム

ポールが建てられている。

年間の観覧者数は40～50万 人

・ク ウウツ ウン文化 ・会議 セ ンターQuw'utsun'Cultural　 and　 Conference　 Centre(ダ

ン カ ン)

先 住民 による運 営。野外 博物館 の体 を成 してい る。展 示棟 のほか、映像 ホール、 シ ョッ

プを兼 ね たギャ ラ リー 、 ワー クシ ョップや 会議 を行 え る研修棟 、 ア トリエ、 レス トラン

な どがあ る。

ガイ ドツ アー を行 ってお り、パ ンフ レッ トも7ヶ 国語 を用 意。

ホー ムペ ー ジも充実。

年間来場 者 は約4万5千 人 。

・ナナ イモ博物館Nanaimo　 District　Museum(ナ ナ イモ)

1967年 開 館。

小規模館 だが、1階 入 口す ぐにFirst　Nationsの 展 示 コーナー があ り、 内容 も充実。

子 どもた ちへ の教育普及活 動 を盛 ん に行 ってい る。

分館 のバ スチ ョン(Bastionハ ドソン湾会 社 の事務 所兼 交易所/1853年 設 置)の 展示 も

興味深 い(夏 季 のみ 開館)。

・キャ ンベ ル ・リバー博物館Museum　 at　Campbell　 River(キ ャ ンベル ・リバー)

1994年 リニ ューアルオー プン。

入 口す ぐにFirst　 Nationsの 展 示 。撮影禁止 。地元 の先 住民 か ら伝 説 を紹介 す るこ とに

了承 を得 て、 シア ター を設 置。古老 の語 りに合わせ て、仮面(地 元 アー ティス トによっ

て新 し く製 作 され たもの)が ライ トア ップ されて物 語 を紹 介す る方式 は ロイ ヤルB.C.

博 物 館 と同様 の もの であ り、展示 の 目玉 となって い る。

屋外 に有 用植物 が植栽 され、解説 パネル が設置 され てい る。

館長 、キ ュ レー ター、 コレクシ ョンマネー ジ ャー もい る中規模館 。

アー カイ ブズも併設。

年間 の観 覧者 は2～3万 人 。

・ウ ミス タ文化 セ ンターU'mista　 Culture　 Centre(ア ラー ト ・ベイ)

1980年 開 館。先 住民 に よる運営 。

民族 資料 約800点 。 国 内外 か ら返 還 され た資料 は 「ポ トラ ッチ ・コ レクシ ョン」 として
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奥 まったホール に展 示。撮影 禁止。

年間 の来館 者 は約10,000人 。

・国立文 明博 物館Canadian　 Museum　 of　Civilization(ガ テ ィ ノー)

1989年 開館 。

　 1階 は グラン ドホール と名づ け られ、北 西海岸First　 Nationsの 住 居6軒 を復元 、内部

に各民族集 団 に特徴 的 なものな どを展示 。新 しい要素 も随時付 け加 えてい る。

2003年 フ ァース ト ・ピー プル ズ ・ホール(First　 Peoples　 Hall)オ ー プン。北西海岸 を

除 くイヌ イ トや 他 の ファース ・ネ ー シ ョンズ、 メテ ィス を も含 ん だ先 住民 の文化 を紹

介。

先住民 キ ュレー ター を中心 に企 画 した特別展 が 開催 されてい るほか、先住民 のイ ンター

ンシ ップ も導入 され てい る。

最近 の年 間来館者数 は約130万 人 。

　 上記 のほか に訪 問 ・視 察 を行 った博物館等 は以下 の とお りで ある。

バ ンクーバー海事博物 館Vancouver　 Maritime　 Museum、 バ ンクーバ ー博 物館Vancouver

Museum、 ス タン レー 公園Stanley　 Park(以 上 バ ンクーバー)、 キ ャ ピラ ノ吊橋Capilano

Suspension　 Bridge(Totem　 Park)(北 バ ンクーバー)、 シ ドニー博 物館Sidney　 Museum

(シ ドニー)、 アル バー 二渓谷 博物館Alberni　 Valley　 Museum(ポ ー ト ・アルバ ー二)、 コー

トナイ博物館Courtnay　 and　 District　 Museum(コ ー トナイ)、 ポー ト ・バー デ ィ博物館

Port　 Hardy　 Museum(ポ ー ト ・バーデ ィ)、 国立 自然博物館Canadian　 Museum　 of

Nature、 国 立 美術 館National　 Gallery　 of　Canada(以 上 オ タワ)、 バー タ靴 博物館Bata

Shoe　 Museum、 ロイヤル ・オ ンタ リオ博物館Roya10ntario　 Museum(以 上 トロン ト)

4.先 住民に関連 した博物館の現状と課題

　先述のように博物館を訪ね、文献等を収集 したなかで、把握できた現状や課題 について

いくつか記 しておきたい。

　展示室の撮影 を禁止する館が、ロイヤルBC博 物館、キャンベル ・リバー博物館、ウミ

スタ文化セ ンターなどい くつかあった。理由は微妙に違っているよ うであり、展示され る

側の肖像権 ・著作権等に配慮したものである。出版物にせず自らの研究のためのみに用い

るとい う条件でも、許可 されない館があった。一方、国立文明博物館やUBC人 類学博物

館のように、出版等への利用でなければ、断らずに撮影できる館もある。展示資料の以前

の所有者(の 子孫)や 製作者である先住民 との間で合意が形成されてお り、個人的な利用

については問題がないとする姿勢 をとっているのである。各館によって事情は異なり、撮
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影を認めるべき方向に進むのが良いとは一概 に言えないが、展示および資料の著作権、肖

像権、所有権に関する動向について、注 目していきたいと考える。

　また、博物館 と先住民が協同で展示の企画等にあたる場合、誰 をそのメンバー とするの

かという問題に始ま り、それぞれの意図をどのように形 にしてい くかは、簡単なことでは

ない。国立文明博物館の先住民展示ホール(First　 PeoPles　 Hal1)の 構想から公開までは

10年以上の歳月 を要し、その間、展示諮問委員会の委員長 の交代な どが繰 り返 された。広

範な地域の事情の異なる集団の意見をまとめるのは困難であり、先住民側メンバーに博物

館の経験者が少なかったことも理由の一つであるという(ウ エブスター　2003)。 委員会

の在 り方 について他館の具体的な事例 を知 ることは、よりよい協同企画 ・運営を目指す博

物館にとって、得 るべき点が多いだろう。

　先住民 自身が運営する博物館や文化セ ンターは増 えっつあり、国立文明博物館やUBC

人類学博物館、 ロイヤルBC博 物館な どでは、先住民の若者 を対象 とした研修も行 なわれ

ている。 その成果 は、新たな施設づ くりや活動の振興のために公開もされている(The

Internship　 Group　 2001-20022002)。 ただ、運営が順調な施設ばか りではな く、資金や

人的な問題で休館 中のクワギウルス博物館(Kwagiulth　 Museum)の ような例 もある。貴

重な資料が継続 して保管され活用 されるために、個々の館の努力だけではな く、サポー ト

をする態勢も重要であろ う。

5.ま とめに代えて

　以上の とお り、カナダの北西海岸先住民を対象 とする博物館調査の概略を記した。本調

査に基づ く報告は、 日本文化人類学会第39回 研究大会および当館の第20回 北方民族文化シ

ンポジウムでも行った。

　4年 にわたる科研費の調査期間をまもなく終え、報告書も刊行 される予定であるが、筆

者の力不足で当初の研究計画や 目的にはまだ達 していないことを承知 している。収集 して

きた情報や文献類も十分に活用 したとは言いがたい。しかし、カナダの博物館における先

住民 との共同活動や異文化展示の事例は、筆者 自身をはじめ、他の博物館 においても学ぶ

ぺき点が多いと考える。 日本でも最近、博物館(大 きくいえばメディア)と 先住民族(文

化の担い手たち)を 結ぶ方法について、関係者の問で模索 されつつある(飯 田　2003;竹

沢　 2004)。 今後 もカナダの博物館の動向に注 目しつつ、 日本での応用 も検討 していきた

い。本報告は覚え書き程度のものであるが、関心を持つ方がい らっしゃれば、意見交換や

情報 ・資料の提供に応 じたい。
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